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予算を読む
一
般
会
計
は
３
３
１
億
円

　
市
税
は
、
景
気
低
迷
の
影
響

に
よ
る
法
人
市
民
税
の
減
や
、

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
な
ど

に
よ
り
減
収
を
見
込
み
ま
し
た
。

　
国
の
地
方
財
政
計
画
等
に
基

づ
き
地
方
交
付
税
の
増
を
見
込

む
中
、
不
足
す
る
財
源
に
つ
い

て
は
、
市
債
や
市
の
貯
金
で
あ

る
財
政
調
整
基
金
な
ど
か
ら
５

億
６
９
０
０
万
円
を
繰
り
入
れ

し
、
収
支
の
均
衡
を
図
り
ま
し
た
。

継
続
事
業
を
着
実
に

　
市
税
の
減
収
な
ど
厳
し
い
財

政
状
況
を
踏
ま
え
、
将
来
を
見

据
え
た
安
定
的
な
財
政
運
営
を

図
る
た
め
、
今
年
度
は
で
き
る

だ
け
新
規
事
業
を
抑
え
、
既
存
・

継
続
の
事
業
を
着
実
に
積
み
上

げ
て
い
ま
す
。

耐
震
補
強
で
教
育
費
が
増
額

　
歳
出
を
昨
年
度
当
初
予
算
と

比
較
す
る
と
、
子
ど
も
の
た
め

の
手
当
に
関
す
る
制
度
改
正
な

ど
に
伴
い
、
民
生
費
が
減
っ
て

い
ま
す
。
教
育
費
が
増
え
て
い

る
の
は
、
高
椋
公
民
館
施
設
整

備
事
業
が
完
了
す
る
一
方
で
、

昨
年
度
か
ら
本
格
的
に
着
手
し

た
中
学
校
の
耐
震
補
強
改
修
工

事
や
、
坂
井
図
書
館
の
新
築
移

転
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

24年度の予算を読む

24年度は何にどれだけお金を使うの？

施策のメニュー「予算書」を解読

 

24
年
度
の
当
初
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。
予
算
総
額
は
昨
年
度
よ

り
１･

１
％
増
の
５
３
１
億
円
。
こ
の
財
源
が
ま
ち
づ
く
り
に
ど
う

生
か
さ
れ
る
の
か
、
市
の
予
算
書
か
ら
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

市の収入にはどんなものがあるの？税金などの収入は、何に使われているの？

一般会計　331億円

331億円331億円331億円

9494億2,0002,000万円9494億2,0002,000万円94億2,000万円

105億8,0008,000万円105億8,0008,000万円105億8,000万円

531億円

24年度

坂井市予算坂井市予算坂井市予算

一般会計一般会計一般会計

特別会計特別会計特別会計

公営企業会計公営企業会計公営企業会計

分担金および負担金
7億5,700万円  2.3%

前年度比 3.2％

市税
116116億億6,0006,000万円万円  35.3%  35.3%
市税
116億6,000万円  35.3%

前年度比  0.3％

市債
35億7,5007,500万円  10.8%
市債
35億7,900万円  10.8%

前年度比  6.3％

前年度比  1.1％

使用料および手数料
4億2,000万円  1.3%

前年度比 1.2％

繰入金
5億6,900万円  1.7%

前年度比  6.3％

繰越金
2億円  0.6%
前年度比      0％

財産収入など
16億3,800万円  4.9%

前年度比  7.6％

前年度比0.7％ 前年度比0.6％

地方交付税
63億8,000万円 22.3% 22.3%
地方交付税
73億8,000万円 22.3%

前年度比  2.0％

国・県支出金
54億6,100万円 16.5% 16.5%
国・県支出金
54億6,100万円 16.5%

前年度比  4.1％

地方消費税
交付金など
10億9,100万円 3.2%

前年度比  1.4％

地方譲与税
3億4,500万円 1.1%

前年度比  5.8％

前年度比13.3％

前年度比 175.0％

前年度比      0％

行政運営に
総務費 29億7,500万円

議会費 3億700万円

諸支出金 1,100万円

予備費 1,000万円

前年度比  2.3％

道路・公園の整備に
土木費 27億6,800万円

依存財源依存財源
178億5,6005,600万円

53.9 %53.9 %

依存財源
178億5,600万円

53.9 %

自主財源自主財源
152億4,400万円

46.1%46.1%

自主財源
152億4,400万円

46.1%

収益のない事業（福祉、教育、道路整備など基礎的な行政サービス）を行
う会計で、主に市税（住民税や固定資産税など）でまかなわれています。

特定の収入があり、一般会計と分けて経理することで収支を明確にした会
計です。本市には2つの特別会計があります。国民健康保険特別会計の対前
年度比7.8％の伸びは、国保税率改正によるものです。

水道など民間企業と同じように事業で収益をあげて運営している会計で
す。坂井市には４つの公営企業会計があります。

会計名

 国民健康保険特別会計

 後期高齢者医療特別会計

対前年度比

7.8％ 

1.2％ 

予算額

86億1,500万円 

8億  500万円 

会計名

 水道事業会計

 公共下水道事業会計

 農業集落排水事業会計

 病院事業会計

対前年度比

△2.9％ 

△0.6％ 

△58.2％ 

2.8％ 

予算額

22億4,500万円 

58億2,200万円 

5,900万円 

24億5,400万円 

一般会計

特別会計

公営企業会計

一般会計
331億円

【目的別】【性質別】

前年度比  2.7％

安心なまちに
消防費 14億900万円

前年度比19.5％

前年度比  8.1％

前年度比  5.3％

経済や農業の発展に
農林水産業費 14億3,500万円

商工費 9億200万円

労働費 1億6,100万円

前年度比24.6％

道路や歩道、学校改修
などの設備にかかるお金
普通建設事業費
 40億2,100万円

前年度比 8.5％

前年度比  0.8％

特別会計の運営など
に対するお金
繰出金 24億2,300万円

維持補修費や積立金など
その他 7億4,800万円

前年度比 1.7％

福祉・保健・医療に
民生費 101億8,700万円

前年度比 0.9％

清潔なまちに
衛生費 36億2,300万円

前年度比 1.5％

借金の返済に
公債費 35億600万円

行政運営に

道路・公園の整備に

経済や農業の発展に

安心なまちに

前年度比 3.9％

学校・生涯学習に
教育費 58億600万円

義
務
的

投
資
的

そ
の
他

前年度比 1.9％

職員給与など
人にかかるお金
人件費 55億7,600万円

前年度比 1.5％

借入金の返済にかかるお金
公債費 35億600万円

前年度比 3.4％

委託料や施設の維持
管理などにかかるお金
物件費
　  53億8,700万円

前年度比 5.3％

一部事務組合や各種
団体への補助金など
補助費等
     59億5,600万円

前年度比 4.5％

保育所の運営や医療費
助成など主に福祉・医療
にかかるお金
扶助費 54億8,300万円

坂井市の予算を家計簿に例えると？
24年度の一般会計予算を月収50万円(年収600万円)の家庭に例えて、1カ月分の家計簿を作ってみました。

給料（市税） 176,100円

54,100円

215,700円

54,100円

176,900円

55,100円

217,100円

50,900円借金（市債）

パート収入
（使用料・手数料など）

手当て・臨時収入
（地方交付税・国県支出金など）

[メモ]　なかなか回復しない経済情勢の影響で、給料
が減り気味。とはいえ、家族の住まいや暮らしの安全
安心の確保を先送りにはできません。借金は少し増え
ますが、ほかの経費を切り詰めたり貯金を崩したりし
て、命を守るための対策を最優先に選択する年に…。

合　計 500,000円

食費（人件費）

医療費（扶助費）

借金返済（公債費）

84,200円
82,800円

81,400円

2,300円

135,600円

60,700円

53,000円

86,600円
86,900円

84,400円

2,100円

137,500円

48,700円

53,800円

光熱費・被服費
（物件費）

車や家具の修理代
（維持補修費・予備費）

子どもへの仕送りなど
（繰出金・補助費・貸付金・積立金）

家の増改築
（普通建設事業費）

合　計 500,000円

収
　
入

支
　
出

24年度毎月の支出 23年度24年度毎月の収入 23年度

Q

次のページでは
総合計画の8つの
柱ごとに見るよ

あ・ん・ぜ・ん

あ・ん・し・ん…

私たちが安心して暮らせるように、いろいろ考えてるのね…

ふむふむ…
これは興味深いね

3 2平成24年 4月号平成24年 4月号



うわ～っ

いろんなお仕事
が

あるんだねぇ…

安
全
安
心
の
確
保
と

教
育
環
境
の
整
備
に
重
点
配
分

　
今
年
度
、
最
も
力
を
入
れ
た

の
は
防
災
面
。
小
中
学
校
の
耐

震
補
強
や
地
域
の
防
災
設
備
の

整
備
な
ど
、
防
災
力
強
化
に
重

点
的
に
配
分
し
て
い
ま
す
。

　
小
中
学
校
の
施
設
整
備
で
は
、

春
江
中
学
校
の
耐
震
改
修
工
事

に
約
14
億
、
坂
井
中
学
校
に
約

４
億
５
千
万
円
の
ほ
か
、
丸
岡

中
学
校
の
耐
震
改
修
工
事
実
施

設
計
費
と
し
て
約
１
千
７
百
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
と

な
っ
て
い
る
三
国
地
区
の
防
災

行
政
無
線
は
、
今
年
度
35
基
を

設
置
し
全
60
基
が
整
備
完
了
し

ま
す
。
ま
た
、
防
災
備
蓄
物
資

倉
庫
を
加
戸
・
平
章
・
磯
部
・

春
江
西
・
大
関
の
各
小
学
校
に

設
置
。
飲
料
水
や
乾
パ
ン
な
ど

の
非
常
食
、
毛
布
な
ど
を
備
蓄

し
ま
す
。

　
小
学
校
通
学
路
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

を
１
１
０
基
設
置
す
る
ほ
か
、

三
国
中
学
校
に
通
じ
る
市
道
を

整
備
し
、
住
民
の
避
難
路
と
防

災
空
間
の
確
保
、
災
害
対
策
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
坂
井
中
学
校
の
改
修

に
合
わ
せ
、
地
域
の
生
涯
学
習

拠
点
と
し
て
築
25
年
が
経
過
し

た
坂
井
図
書
館
を
同
校
敷
地
内

に
移
転
新
築
し
ま
す
。

飛
躍
・
発
展
に
向
け
て

活
力
創
出
と
観
光
宣
伝
力
を

　
市
内
の
優
れ
た
産
業
を
市
内

外
に
Ｐ
Ｒ
し
、
産
業
の
振
興
と

交
流
を
図
る
産
業
フ
ェ
ア
の
開

催
経
費
、
経
済
効
果
波
及
に
つ

な
げ
る
た
め
の
観
光
Ｐ
Ｒ
費
な

ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

誕
生
か
ら
７
年
目

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
年
に

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

や
長
引
く
円
高
な
ど
、
日
本
経

済
全
体
が
依
然
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　
坂
井
市
に
と
っ
て
今
年
度
は
、

総
合
計
画
の
後
期
５
年
間
の
計

画
や
第
二
次
行
政
改
革
大
綱
、

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白
書

の
策
定
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
成

果
を
踏
ま
え
「
新
た
な
一
歩
」

を
踏
み
出
す
重
要
な
年
。
皆
さ

ん
と
と
も
に
手
を
携
え
な
が
ら
、

よ
り
よ
い
坂
井
市
を
築
き
上
げ

て
い
き
ま
す
。

24年度の予算を読む

　自然災害や都市型

災害に迅速に対応す

るため、総合的な防災

対策を実施。通学路整

備や公共交通機関充

実に向けた支援を行

います。複雑多様化す

る悪質商法などに関

して、一元的な相談窓

口強化を続行します。

LED防犯灯の整備に

 1,270万円

防災行政無線の整備に

 (三国地区)

 1億2,590万円

三国中学校へ通じる道路整備に

 1億3,400万円

緊急時用の水道連絡管の整備に

 4,020万円

未普及地区の下水道の整備に

 11億1,550万円

都市公園の長寿命化計画策定に

 900万円

消費者行政の推進に

 400万円

24年度当初予算　― 重点施策には「皆さんの安全安心」を最優先 ー住んでよかったと思えるまちへ

安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

　農林水産業では、生

産調整や地域特産物

の高品質・高付加価値

化を推進します。水産

業では、振興や経営安

定化を支援。労働・商

工業では、産業フェア

の開催や従来の振興策、

特に中小企業育成を

支援します。

市産業フェアの開催に

 1,300万円

中小企業等振興資金融資に

 4億1,800万円

競争力のある福井米づくりに

 8,150万円

さかいのブランド米の創出に

 200万円

農地・水の保全管理に

 6,300万円

森林資源の利活用に

 1,420万円

森林の特産品再興に

 60万円

水産業の経営支援に

 2,390万円

水産業振興イベントに

 150万円

衛星船舶電話の整備に

 360万円

地
域
の
活
力
を
創
造
す
る
ま
ち
づ
く
り

　自然との調和を前

提に、活力ある都市

活動を展開していく

ための基盤を充実し

ていきます。計画的

な土地利用の推進や

市内の一体性・連携

の強化を図るための

広域道路網整備に引

き続き取り組みます。

嶺北北部都市計画基礎調査に

 640万円

広域道路の整備に

 1億7,000万円

 

地籍調査に

 2,740万円

地域情報化推進に

 560万円

多
様
な
都
市
活
動
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

　総合計画の後期基

本計画を策定します。

まちづくり協議会に

ついては、協働のあ

り方などの検討を含め、

活動をさらに推進。

第二次行政改革大綱、

公共施設の見直しなど、

効率的な行政運営を

実践します。

総合計画後期基本計画の策定に

 290万円

公共施設見直しシンポジウムに

 300万円

協働のまちづくりに

 4,130万円

 

新たな出会いの応援に

 100万円

住
民
と
と
も
に
育
む
ま
ち
づ
く
り

　観光ビジョン戦略

基本計画に基づき、

観光資源の有効活用

や体験型観光メニュー

の創造、人材育成に

も努め、地域ブラン

ド力を高めます。また、

海外との都市間交流

により、国際的な視

野を広めます。

観光ビジョン戦略に

 2,040万円

映画による魅力発信に

 1,000万円

国際交流に

 260万円

中学生の英国派遣に

 1,080万円

シダレザクラの里の観光地化に

 1,210万円

地
域
全
体
で
も
て
な
す
ま
ち
づ
く
り

　子どもたちが自分

らしさを発揮し、未

来に夢を持つことが

できる教育環境を整

備します。また、地

震に備えた耐震補強

工事や生涯学習施設

の整備、市内の文化

活動や芸術活動の振

興を図ります。

中学校の施設整備に

 18億8,830万円

 

小学校の施設整備に

 660万円

学級運営支援や教員活動補助に

 6,140万円

坂井図書館の移転新築に

 3億1,160万円

 

丸岡城天守の防災設備の補修に

 5,000万円

生
涯
を
通
じ
て
学
び
・
育
つ
ま
ち
づ
く
り

　計画的に保育所を

民営化するなど、子ど

もを安心して生み育

てられる環境づくり

を進めます。また、医

療費が増え続けてい

る現状を受け、予防接

種の充実や健康診断・

がん検診などの受診

率向上を図ります。

障がい者に優しいまちに

 900万円

就労促進支援に

 1,340万円

子育て支援に 4,750万円

 

子ども医療費の助成に

 2億8,160万円

子どものための手当に

 18億1,770万円

私立保育所施設整備に

 2億  560万円

介護給付費の支給に

 6億4,320万円

予防接種の充実に

 1億8,450万円

誰
も
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　「環境都市さかい」

の推進に向け、環境

基本計画や一般廃棄

物処理基本計画に基

づいた施策を進めて

いきます。公共施設

の省エネ対策や、美

しい風景づくり・地

域づくりにも積極的

に取り組んでいきます。

太陽光発電導入補助に

 580万円

 

公共施設の省エネ対策に

 1,190万円

環境基本計画の推進に

 580万円

街なみの環境整備に

 5,810万円

丸岡城周辺の整備に

 3,540万円

一般廃棄物収集・処理に

 10億2,400万円

国民健康保険特別会計へ

 4億3,600万円

美
し
い
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り

24年度の予算を読む
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フォーカス
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不
沿岸地区の警備を強化しようと、三

国地区沿岸警備協力会と坂井西警察署

は合同で、沿岸パトロールと沿岸地域7

カ所に立て看板を設置しました。三国サ

ンセットビーチ駐車場では同会の柚木

進一会長らが「守ろう福井の海」などと

書かれた立て看板を設置。柚木会長は「不

審者を見つけたら即、警察に通報を」と

話していました。

審者発見の早期通報を
沿岸地区に立て看板を設置

3月1日（木）

心
市内を流れる河川の清掃活動を、市内一斉に行いました。計4日間、86地区約

2,000人が参加。川沿いは空き缶やペットボトルが散乱し、川底にタイヤや家電製

品が埋まっているところも。参加者は「人が捨てなければ、川にあるはずのないごみ

がほとんど。環境を守るためにもポイ捨てしないでほしい」と話していました。

を一つに川をきれいに
河川ごみ一掃統一行動 3月3日（土）～11日（日）

フォーカス

まちの話題をお届けします。

ゆの き

しん いち

▲学習会の報告に合わせ「人との関わり・つながりをつくる」地域独自の取り組みについて紹介するパネリ
　スト（右）と、資料を見ながら熱心に聞き入る来場者

▲震災と原発事故に揺れる福島県双葉町からいち早く本市に避難し、避難者のつながりを作る活動を精力

　的に展開する川崎葉子さんによる講演（左）や、三国中学校合唱部による犠牲者追悼コーラスも
かわさきよう  こ

こ ばやしあき こ

き　 た まさゆき

日
市内8会場で開催した「つながりのある地域づくり地区学習会」の集大成となる

シンポジウムをハートピア春江で開きました。各地区の代表4人をパネリストに学

習会を振り返り、今後のつながりのある地域づくりに向けた意見を交わしました。

集まった市民など約500人は、うなずきながら熱心に聞き入っていました。

常の関わりが人を救う
つながりの大切さを再確認 3月11日（日）

▲出演者全員の踊りで締めくくったミュージカル
　(公演の模様は、4月30日まで坂井チャンネル092chで放送)

ラ
市民劇団「虹の会」子ども劇場による

ミュージカル『ラボちゃん跳んだ！』が、

みくに文化未来館で上演されました。ロ

シアタンカー重油流出事故をめぐる赤ちゃ

んイルカの救出劇「イルカのラボちゃん」

(平成20年に上演)を脚色し、再舞台化。

総勢約80人の子どもたちが歌や踊りで

命や自然の大切さを表現し、観衆から割

れんばかりの拍手を浴びていました。

ボちゃん」救出劇を再演
命や自然の尊さを訴える

3月11日（日）

▲「この経験で、人やモノのありがたみが分かるよ
　うになった」と話す野村さん（左）

▲中間検証の結果と第3期障害福祉計画案を副市長

　に手渡す、同計画推進協議会の小林明子会長ら

　（計画案は市で審議後、策定）

誰
市福祉保健総合計画の中間検証を同

計画推進協議会が行い、結果を市に報告

しました。報告では、計画はおおむね進

んでいると評価。関係機関との協働や財

源措置などの意見が付されました。併せ

て、障がいのある人が安心した地域生活

を送るための第3期障害福祉計画案を

提出。今後3年間の目標指標や基本方針

に沿った取り組みが市に要請されました。

もが笑顔”のまちへ
中間検証と障害福祉計画案を報告

3月9日（金）

あ
第19回梨一賞の表彰式が、高椋公民

館で行われました。この賞は、丸岡町の

俳壇の基礎を作った江戸時代の俳人・

蓑笠庵梨一を称えた俳句のコンクールで、

丸岡町内の小中学校の児童・生徒から

1,848句が寄せられました。審査員の荒

井龍聲さんは「子どもの観察力、文字に

表す力の素晴らしさに感動した」と話

していました。

さ りゅう あん り いち

あら

い りゅう せい

ふれる感性を17音に
「梨一賞」入賞者を祝福

3月3日（土）

竹
「緑のふるさと協力隊」として竹田地

区で生活しながら地域活動に従事した

野村太亮さん（神奈川県）が、市長に成

果を報告しました。「地域の絆や温かさ

に何度救われたか。山菜採りやクマ狩

りがいい思い出。地元でも地域活動に

励みたい」と野村さん。「地区をより深

く知ることが活性化の鍵」と、エールを

送っていました。

の むら ひろ あき

田に来てよかった」
1年間の活動を報告

　　3月5日（月）

ま
丸岡城を中心としたまちづくりを目

指して、昨年8月から城のまちまちづく

り協議会が制作を進めてきたよろいと

かぶとが完成し、城のまち会館で披露

されました。特殊な厚紙でできたよろ

いとかぶとを同協議会で3領、市内外の

有志で8領制作し、計11領が勢ぞろい。

本物そっくりの見事な仕上がりに、参

加者から感嘆の声が上がっていました。

るで本物の迫力
“紙のよろい”が完成

3月16日（金）

▲目を凝らしても分からないほどの出来栄え。製作
　者も思わずにんまり

先
松くい虫の被害にあった松林を再生

しようと、浜四郷地区まちづくり協議

会は松の苗木約2,150本を植えました。

米納津地区では、区民ら約40人が畑の

脇や住宅との緩衝地に約500本を植樹。

区長の小林敏彦さんは「防風林となる

松は、景観や農地を守ってくれる先人

の知恵。今後も後世に残していきたい」

と話していました。

人の知恵”を後世に
浜四郷地区でクロマツを植樹

3月18日（日）

▲ラッキョウ畑脇の松林で、松くい虫に強い抵抗性
　クロマツの苗木を丁寧に植える区民ら

まちの話題が満載の「フォーカス」は、市のホームページ（ 　http://www.city.fukui-sakai . lg. jp/ ）からもご覧

いただけます。ホームページでは“ホット”な話題を随時公開。また、上記以外の話題も紹介しています。

　「なんで川に便器が？」
　扇風機やテレビ、冷蔵庫なども回
収
※写真は左から反時計回りに、兵庫
川（北横地区）・田島川（宮領区）・
竹田川（三国東区）・磯部川（南横
地区）。このほかにも、各地区で参
加していただいた皆さん、ご協力
ありがとうございました

「

「

“

“

▲ハートピア春江に詰めかけた約300人を前に、
　行動をおこす大切さを訴える蝶野さん（右）

辛
市商工会青年部はプロレスラー・蝶

野正洋さんを招き、東日本大震災の被災

地復興支援に向けた講演会を開きました。

蝶野さんは「人を元気にするには、自ら

強い人間になること。今ある力を100％

出すことで実現できる」と独自の理念を

紹介。「辛み蕎麦は、まちと人を元気にで

きる。どんどん盛り上げて」と話しました。

の まさ ひろ

こ ばやし とし ひこ

ちょう

み蕎麦”も被災地支援も
自分を信じて全力で

から そ ば

3月16日（金）

“

三国サンセッ
トビーチのほ
か安島・崎・梶・
浜地地区、福井
港にも看板を
設置

▲

▲丸岡町文化振興事業団の喜多正之理事長から、
最高賞の梨一賞に輝いた10人に賞状を授与



▲「先生、今日はこの技を練習します」。
　級によって技は規定される。教本を手に、
　指導者に意志を告げる子どもたち

vol. 72

問

心

少林寺拳法協会　坂井教室

「ふれんず」は坂井チャンネルでもご覧いただけます！
今回の内容は、4／15（日）～5／14（月）まで放送します。

お楽しみに！　　秘書広報課 50-3012

メンバー　13人
代　　表　見c　俊次さん（三国町運動公園）
コメント

　少林寺拳法は、年齢や性別を問わず、自分の体力に合

わせて楽しめます。毎週水・金曜日、少年部は18時45分

から、一般部は20時30分から坂井武道館で練習してい

ます。月に1回、三国教室との合同練習もあります。ぜ

ひ気軽にご見学ください。

代表連絡先　見c　090-8704-5421

▲「手と足はこう。膝も使って」。
上級者が自ら示すことで下
級者に教えるのが伝統に

気迫に満ちた団体演武の稽古。子どもとは思えな気迫に満ちた団体演武の稽古。子どもとは思えな
いほどの声の張りと機敏な動きは周りを圧倒する。いほどの声の張りと機敏な動きは周りを圧倒する。
気迫に満ちた団体演武の稽古。子どもとは思えな
いほどの声の張りと機敏な動きは周りを圧倒する。

み さき　　 としつぐ

強
さ
と
優
し
さ
は
表
裏
一
体

心
を
鍛
え
る
子
ど
も
た
ち

と
向
き
合
い
手
を
合

わ
せ
る
姿
の
美
し
さ
。

そ
の
構
え
が
低
く
動

く
や
い
な
や
、
身
震
い
す
る
ほ

ど
の
気
合
い
の
声
と
、
風
を
突

く
シ
ュ
ッ
と
い
う
音
が
交
互
に

響
く
。
自
ら
試
練
を
与
え
る
よ

う
に
、
握
り
し
め
た
拳
を
決
し

て
緩
め
な
い
。
そ
れ
が
「
少
林

寺
拳
法
協
会
　
坂
井
教
室
」
だ
。

　「
自
分
に
自
信
を
、
人
に
優
し

さ
を
」
が
モ
ッ
ト
ー
。
指
導
者

の
真
柄
勝
利
さ
ん
は
「
拳
法
は

護
身
の
技
。
自
分
の
身
を
守
る

術
を
習
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
乱

暴
な
振
る
舞
い
を
し
な
い
人
に

な
る
」
と
、
武
道
で
得
ら
れ
る

真
の
強
さ
と
優
し
さ
を
説
く
。

　
練
習
中
の
子
ど
も
た
ち
の

動
き
は
と
て
も
機
敏
だ
。
上
級

者
が
下
級
者
を
指
導
す
る
の
が
、

教
室
の
伝
統
で
も
あ
る
。

初
段
の
平
文
芽
依
さ

ん
（
大
関
小
６
年
）
は
、

「
先
輩
に
教
え
て
も
ら
っ

た
よ
う
に
後
輩
に
教

え
る
の
は
難
し
い
け
れ

ど
、
教
え
る
こ
と
で
自

分
自
身
の
技
の
確
認
に
も
な
る
」

と
謙
虚
だ
。

　
父
親
に
勧
め
ら
れ
て
入
門
し

た
斉
藤
健
太
さ
ん
（
大
関
小
４

年
）
は
、
組
演
武
で
県
一
位
を

経
験
し
て
い
る
実
力
者
。「
練
習

し
た
分
だ
け
強
く
な
れ
る
。
全

国
大
会
で
勝
つ
の
が
夢
」
と
、

一
層
士
気
を
高
め
る
。

　
そ
ん
な
彼
ら
に
、
代
表
で
指

導
歴
28
年
の
見
c
さ
ん
は
言
う
。

「
自
分
に
責
任
を
持
ち
、
恥
じ
な

い
生
き
方
が
で
き
る
人
に
な
っ

て
ほ
し
い
」。
言
動
に
責
任
を
持

て
る
か
ど
う
か
は
自
分
の
心
掛

け
次
第
。
真
の
強
さ
や
優
し
さ

の
先
に
あ
る
、
究
極
の
信
念
だ
。

　
到
達
が
簡
単
で
は
な
い
か
ら

こ
そ
諦
め
た
く
な
い
。
指
導
者

た
ち
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
に
導

か
れ
な
が
ら
、
今
日
も
拳
に
力

を
込
め
る
子
ど
も
た
ち
だ
。

ひ
ら
　
ふ
み
　
め
　  

い

さ
い 

と
う   

け
ん   

た

ま
　 

か
ら

か
つ

と
し

深
食育市民ネットワークの全体交流会が、

いねすで開かれました。市内の保育所や

小学校、まちづくり団体の代表など5人が、

食に関する活動を発表。助言者で同役員

の長谷川マチエさんは「教育現場に野菜

栽培や調理を取り入れたり、伝承料理へ

の関心を促したりなど、日常のいろんな

場面が食育になっている」とたたえてい

ました。

まり始めた食育活動
5団体が取り組みを発表

3月18日（日）

北陸電力株式会社は三国町新保で三

国太陽光発電所建設工事の安全祈願式

を行いました。同社は低炭素社会実現の

一環として、年間発電電力量100万kw

のメガソーラー発電所の計画を21年に

発表。今年9月の完成・運転開始を目指

して26日に着工しました。また、太陽光

発電の仕組みや市内の環境状況などを

紹介するＰＲ館も併設する予定です。

軒分の電力を供給
三国太陽光発電所を着工

3月22日（木）

「坂
北信越2部リーグで活躍する市内の

クラブチーム「丸岡フェニックスサッカー

クラブ」が「坂井フェニックスサッカー

クラブ」に名称を変更し、報告会を市役

所で開きました。市の木・サクラの色の

新ユニフォームに身を包んだ選手や監

督ら約30人が出席。「今年は1部昇格と

天星杯初戦突破を目標に戦い、将来は

JFL昇格を」と奮い立っていました。

井」にチームを改称
アマ最高峰への飛躍を誓う

3月23日（金）

▲約80人の参加者を前に、食に関する活動をそれ
ぞれ発表する5人

▲工事の安全を祈願して「鍬入れの儀」を行う松田
範幸福井支店長、市長、松岡幸雄副社長（前列手
前から）

は   せ  がわ

250

まつ だ

の　むらひろあき

のりゆき まつおかゆきお

※

▲新ユニフォームを披露した「坂井フェニックス」
の選手たち。腕には市章のプリントが

※JFL…JAPAN FOOTBALL LEAGUEの略。アマチュ
ア最高峰のリーグ

私は昨年の４月から「緑のふるさと協力隊」というボランティア活動員として、

竹田地区で活動をさせていただきました。竹田地区は山間部の小さな集落で、

過疎化・少子高齢化が進んでいる地域ですが、人口が少ないことで人のつなが

りが強く深いコミュニティーが形成されています。わずか400人、されど400人。

竹田の人たちの地域行事にかけるエネルギーは、本当に熱いものがあります。

坂井市の人口は約9万人。今以上に活性化するために、市内で活動している

さまざまな団体が、例えば町から山へ、山から海へ、海から町へというように、

お互いの地に足を運んで交流し、同じ市内の中でも生活環境が違う地区の団体

同士が共に活動するといいと思います。そうすることで、今まで想像もしなかっ

た市の新たな魅力の創出が期待できるのではないでしょうか。約400人の竹田

地区のエネルギーから考えると、9万人というコミュニティーのエネルギーは

計り知れないものがあると思います。

これからの坂井市は、山・町・海という垣根を飛び越えた、市民の新たなつな

がりの形成が、市のさらなる発展の一要素となると私は考えます。

最後になりますが、協力隊として坂井市の住民となり、多くの幸せを感じる

ことができました。１年間ありがとうございました。

緑のふるさと協力隊　第18期生　野村太亮（神奈川県綾瀬市）

▼緑のふるさと協力隊として1年間、竹田地区で活動した野村太亮さんから、坂井市へ感謝と応援のメッセージが届きましたの
で、ご紹介します。（関連記事6ページ）

山・町・海の垣根を越えた交流を深めて！

フォーカス

まちの話題が満載の「フォーカス」は、市のホームページ（ 　http://www.city.fukui-sakai . lg. jp/ ）からもご覧

いただけます。ホームページでは“ホット”な話題を随時公開。また、上記以外の話題も紹介しています。

8平成24年 4月号9 平成24年 4月号
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まちの話題をお届けします。

教育と福祉に　岡本さんから寄付
3月7日

　市の教育振興と福祉向上に役立

ててほしいと、岡本典子さん（坂井

町清永）から100万円の寄付をいた

だきました。岡本さんは市役所を訪

れ、「お世話になった市に少しでも

恩返しができれば」と話し、市長に

目録を手渡しました。

▲厚意に対し市長から岡本さんに感謝状

レジ袋削減で収益を寄付
3月8日

　福井県民生活協同組合の店舗「ハー

ツはるえ」から3万円の寄付があり

ました。同店舗では21年8月からレ

ジ袋を有料化。以降、レジ袋の売り

上げの一部を毎年、市に寄付してい

ます。寄付金は、寄附による市民参

画条例の「環境対策に関する事業」

に役立てられます。

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画（
平
成
25
年
〜
29
年
）を
策
定
す
る
に
あ

た
り
、
現
在
の
取
り
組
み
に
対
す
る
市
民
評
価
（
満
足
度
）
と
今

後
の
市
民
意
向
（
重
要
度
）
を
把
握
す
る
た
め
、
市
民
満
足
度
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、概
略
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、調
査
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

ま
す
の
で
、そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 問い合わせ　企画情報課　50-3013

▲市長に目録を手渡す森安裕子さん（中

央）とハーツはるえの青木茂雄店長

▲「地道な取り組みが評価され嬉しい」と
笑顔で話す海道さん

市政に対する「市民満足度調査」
調査結果をお知らせします

■市政に対する満足度（項目ごと） ■全項目の平均

■重要度の高かった項目（上位5項目）

9.0%

6.1%

5.3%

4.0%

3.7%

行政改革の推進

防災対策の推進

雇用環境の整備

高齢者への支援

子育て家庭への支援

満足3.9%

まあ満足
30.9%

ややや不満
13.0%

不満4.5%

どちらとも
いえない
47.7%

0% 10%

1位　豊かな自然 

　　  （山・海・大地）

2位　食（越前がに、おろしそ      

　　  ば、コシヒカリなど）

3位　祭りや伝統芸能

4位　歴史、文化

5位　教育と子育て

15.9%

15.6%

27.0%

30.1%

30.9%

13.1%

10.6%

23.6%

32.6%

20.7%

47.6%

44.6%

33.5%
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31.0%
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26.0%
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24.5%
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31.0%
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33.7%
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31.3%
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42.6%
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46.0%

50.8%
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6.9%
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5.5%
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6.7%
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4.2%

12.6%

5.3%

13.8%

14.7%

15.9%

9.3%

22.3%

28.2%

14.1%

15.6%

8.4%

15.0%

10.6%

19.9%

14.2%

21.8%

22.7%

21.9%

7.6%
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12.1%

21.0%
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10.0%
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6.8%
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7.7%

7.4%

6.8%

6.4%
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7.9%

6.0%

6.0%

6.2%

5.9%

6.2%

5.7%

6.4%

6.5%

6.2%

5.5%

6.2%

6.3%

7.1%

5.6%

6.4%

6.4%

6.5%

6.7%

7.1%

7.1%

7.1%

6.8%

6.4%

6.4%

6.4%

1.8%

0.4%

0.7%

2.7%

2.0%

1.5%

1.6%

0.6%

0.6%

1.9%

2.4%

1.6%

6.2%

3.2%
4.9%

7.1%

2.6%

2.2%

3.1%

1.9%

0.9%

0.9%

1.1%

3.7%

3.2%

2.5%

2.8%

3.3%

1.8%

1.4%

3.5%

2.7%

4.1%

2.0%

0.9%

15.1%

11.1%

14.8%

15.0%

8.2%

4.4%

5.1%

5.2%

3.0%

5.7%

3.7%

3.3%

1.0%

3.8%

2.8%

2.6%

1.4%

3.2%

4.0%
2.2%

2.6%

2.3%

2.8%

3.2%

3.1%

1.2%

1.8%
1.0%

3.6%

2.0%

1.8%

1.2%

1.4%

1.1%

1.6%

2.8%

5.1%

3.1%

6.2%

6.7%

4.2%

4.0%

5.1%

6.0%

8.1%

3.0%

13.3%

27.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市民と行政の協働

行政改革の推進

計画的な土地の活用

道路網の整備

 情報化の推進

農林業の振興

水産業の振興

商工業の振興

雇用環境の整備

防災対策の推進

地域安全安心対策

住環境の整備

上水道の整備

下水道の整備

公園・緑地の整備

公共交通網の整備･充実

自然景観や歴史的街並みの保全

ゴミの減量化、資源化

公害などの環境汚染の防止

地域福祉の支援体制

家庭への支援

高齢者への支援

障がい者への支援

男女共同参画社会の推進

人権尊重の社会づくり

健康づくりの推進

地域医療体制の充実

医療保険制度の充実

幼児教育の充実

学校の教育環境の充実

多様な生涯学習機会の提供

青少年の健全育成

歴史・文化の保存、継承

芸術文化に親しむ機会の提供

スポーツをする機会や場所の提供

観光の振興

国際交流の推進

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 わからない･意見なし 無回答

まあ
住みよい

53.2%

わからない･無回答
2.4%

どちらかと
いえば住み
にくい

住みにくい

2.2%

4.7%

どちらとも
いえない

9.8%

住みよい
27.7%

今の場所に
住み続けたい
72.8%

市外へ引っ
越したい

わからない･無回答13.6%

市内でよいい
ところがああ
れば引越し
たい 8.9%

4.7%

市
政
全
体
を
通
し
て
の

満
足
度
を
調
査

　
「
市
民
と
行
政
の
協
働
」「
行
政

改
革
の
推
進
」
な
ど
、
37
項
目
の
市

の
施
策
に
対
す
る
満
足
度
を
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
結
果

と
な
り
ま
し
た(

次
ペ
ー
ジ)

。

　
項
目
ご
と
の
偏
り
は
あ
る
も
の

の
、
満
足
と
不
満
足
を
全
体
比
較

し
た
場
合
、「
満
足
」「
ま
あ
満
足
」

と
の
回
答
が
、「
不
満
」「
や
や
不
満
」

と
回
答
し
た
も
の
よ
り
も
全
体
的

に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

最
も
重
要
度
が
高
い
と

思
う
施
策
に
つ
い
て

　
ま
た
、
坂
井
市
が
こ
れ
か
ら
進

め
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

最
も
重
要
度
が
高
い
と
思
う
項
目

を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う

な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

調査対象

調査数

抽出方法

調査方法

調査期間

回収結果

市内在住の20歳以上の市民

2,400人

住民基本台帳から無作為に

抽出

郵送による配布回収

平成23年11月15日(火)

　　　　　 ～12月14日(水)

回収数962（回収率40.1%）

　
特
に
「
行
政
改
革
の
推
進
」「
防

災
対
策
の
推
進
」「
雇
用
環
境
の
整

備
」
の
３
施
策
に
つ
い
て
は
、
満
足

度
が
低
く
重
要
度
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
現
在
の
取
り

組
み
を
再
検
証
し
た
上
で
、
重
点

的
に
取
り
組
む
施
策
と
し
て
の
位

置
づ
け
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
え
ま
す
。

　
　

　
調
査
結
果
は
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
や
方

策
を
導
き
出
す
た
め
の
基
礎
資
料

と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

こ
ん
な
項
目
も
調
査
し
ま
し
た

◎
坂
井
市
の
住
み
よ
さ
に
つ
い
て

◎
今
の
場
所
に
住
み
続
け
た
い
か

◎
県
外
の
友
人
に
誇
り
を
持
っ
て

　
紹
介
で
き
る
坂
井
市
の
特
色
は

おか もと  のり   こ

ふ

もりやす ゆう  こ

あお  き  しげ  お

かい どう  せい   じ

海道さんがそばで全国表彰
3月21日

　そば農家の海道清次さん(丸岡町

下長畝)が「全国蕎麦製粉協同組合

理事長賞」を受賞しました。同賞は、

そばの優れた生産者・団体に贈られ

るもの。海道さんのそば作付面積や

効率的な生産

管理のほか、

そば打ちの指

導など地域の

そば文化への

貢献が高く評

価されました。

平成24年 4月号平成24年 4月号

市民の皆さんの生活に直結する制度や
イベントを紹介するコーナーです。
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医
療
費
の
増
加
や
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）会
計
の
悪
化
に
伴
い
、

国
保
税
率
を
引
き
上
げ
ま
す
。

（
詳
細
は
３
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

負
担
軽
減
の
た
め
、一
般
会
計
か
ら

５
０
０
０
万
円
を
繰
り
入
れ

　
引
き
上
げ
幅
が
大
き
く
な
る
と
、加
入
者

の
生
活
へ
の
影
響
が
あ
る
た
め
、一
般
会
計

か
ら
法
定
外
の
５
０
０
０
万
円
の
繰
り
入

れ
を
行
い
、改
定
幅
を
圧
縮
す
る
こ
と
で
負

担
増
を
抑
制
し
て
い
ま
す
。

国民健康保険税の税率を改正
平均21％の引き上げに

● 問い合わせ　保険年金課　50-3031

賦課区分

医療分

後期高齢者
医療支援金分

介護納付金分

 割合区分 これまで 4月から 増減
 所得割 4.20% 6.40% +2.20％
 資産割 20.00% 16.00% －4.00％
 均等割 22,800円 30,000円 +7,200円
 平等割 16,800円 25,200円 +8,400円
 所得割 1.60% 1.60% 0
 資産割 4.00% 4.00% 0
 均等割 6,000円 6,000円 0
 平等割 4,800円 4,800円 0
 所得割 1.40% 1.40% 0
 資産割 4.00% 4.00% 0
 均等割 6,000円 6,000円 0
 平等割 4,800円 4,800円 0

健
康
で
生
き
生
き
と
し

た
豊
か
な
人
生
を
過

ご
し
て
も
ら
う
た
め
、

市
で
は
人
間
ド
ッ
ク
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

対
象
者

　
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者（
20

歳
以
上
）

実
施
期
間
　

　
５
月
１
日
（
火
）
〜
25
年
２
月

28
日（
木
）

申
込
期
限

　
11
月
30
日（
金
）

申
込
方
法
　

①
保
険
年
金
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
市
民
課
で
受
診
申
請
書

を
提
出

②
後
日
「
人
間
ド
ッ
ク
受
診
券
」

が
届
く

③
希
望
す
る
医
療
機
関
に
直
接

申
し
込
む

※
受
診
時
に
は
保
険
証
と
受
診

券
が
必
要
で
す

ご
注
意
く
だ
さ
い

・
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
は
２
年
に

１
回
で
す
。前
年
度
に
助
成
を
受

け
た
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

・
特
定
健
診
と
人
間
ド
ッ
ク
（
脳

ド
ッ
ク
を
含
む
）
の
重
複
受
診

は
で
き
ま
せ
ん

国民健康保険人間ドックの申し込みは11月末まで

● 問い合わせ　保険年金課　50-3031

ふ
る
さ
と
文
化
の
活
性
化

と
意
識
の
向
上
を
目
的
に
、

市
民
グ
ル
ー
プ
の
文
化

芸
術
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

対
　
象

　
市
内
在
住
の
５
人
以
上
で
構
成

さ
れ
る
実
行
委
員
会

対
象
事
業

　
み
く
に
文
化
未
来
館
ま
た
は
ハ
ー

ト
ピ
ア
春
江
の
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
、

プ
ロ
ま
た
は
子
ど
も(

お
お
む
ね
市

内
在
住)

が
主
体
と
な
っ
て
出
演
す

る
舞
台
芸
術
全
般

※
政
治
、
宗
教
、
営
業
に
関
わ
る
も

の
は
除
く

助
成
金
額

①
プ
ロ
が
出
演
す
る
場
合
、
出
演
依

頼
に
必
要
な
費
用
の
２
分
の
１(

限

度
額
40
万
円)

。助
成
対
象
は
出
演

料
や
宿
泊
費
、
交
通
費
、
舞
台
制

作
経
費
な
ど

②
子
ど
も
が
主
体
の
場
合
、
舞
台
制

作
に
必
要
な
経
費
の
２
分
の
１(

限

度
額
40
万
円)

申
請
方
法

　
ハ
ー
ト
ピ
ア
春
江
に
備
え
付
け
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
て
提
出

申
請
期
間

　
５
月
13
日(

日)

ま
で

※
５
月
31
日(

木)

ま
で
に
可
否
を
決

定
し
、通
知
し
ま
す

市民グループの文化創造企画を
支援します

● 問い合わせ　ハートピア春江　51-8800

市
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
美
し
い
景
観
を
守
り
育
て
、
伝
え
継
ぐ
た
め
「
坂
井
市
百

景
」
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
こ
れ
ま
で
応
募
の
あ
っ
た
中
か
ら
市

景
観
委
員
会
の
審
議
を
経
て
、
坂
井
市
百
景
を
選
定
し
ま
し
た
。
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
坂
井
市
百
景
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
「
自
慢
の
風
景
」
を
、
ぜ
ひ
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

■
坂
井
市
百
景
一
覧
（
現
在
50
件
）

“ふるさとのお宝”探しプロジェクト
「坂井市百景」を選定しました

● 問い合わせ　都市計画課　50-3050

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

東尋坊

嵩の田園と梶の里山

雄島

加戸小学校から望む坂井平野

六呂瀬山古墳群と古墳群下からの眺望

丈競山

そば畑

田園風景

九頭竜川堤防からの眺望

えちぜん鉄道と田園風景

三国

丸岡

坂井

三国

丸岡

坂井

三国

丸岡

三国

丸岡

春江

坂井

三国

丸岡

春江

坂井

三国

丸岡

荒磯遊歩道

大堤（通称：鴨池）

竹田川渓谷

小和清水

嵩のひまわり畑

はなしょうぶ園と千古の家

たけくらべ広場

女形谷のサクラ

福井県総合グリーンセンター

竹田水車メロディーパーク

吉澤家庭園

江留上防災公園

旧島崎邸

藤鷲塚のフジ

ゆりの里公園

エンゼルランド

木部ふれあい公園

 新庄地区ふるさと花壇

三国港（[旧阪井港]突堤を含む）

町屋の見える街なみ

中野重治生家跡

称念寺

鳴鹿御野立所

丸岡城

てんのう堂

紀倍神社

京福線高架跡

お早良作慰霊地蔵

春日神社

みくに龍翔館

丸岡スポーツランドと健康施設

鳴鹿大堰

春江東小学校

春江町複合高架水槽

（通称：給水塔）

JR北陸本線の線路

JR丸岡駅

えちぜん鉄道下兵庫駅

三国花火

雄島祭り

蓮如上人御影道中

眺望・風景 歴史・暮らし・文化

建造物・施設・ランドマーク

祭り・行事

水辺

緑・公園

■改正前と改正後の比較

平成24年 4月号平成24年 4月号

※検査項目が医療機関によって多少異なります。詳しくは市ホームページまたは保険年金課までお問い合わせください
※75歳以上の人（後期高齢者医療保険加入者）対象の人間ドックについては、広報さかい5月号でお知らせします

三 国

丸 岡

春 江

あわら

福 井

82-0480

82-1002

67-3777

66-1054

67-1120

51-0029

73-3323

25-8260

28-8513

25-2206

36-3667

54-5660

57-2920

24-3310

41-7130

23-2777

98-8000

 12,000 32,000  8,400  38,000  60,000

 12,000 30,000 6,000 20,000 30,000

   9,000

 10,700 10,200    

 9,500  10,050 27,750 

 13,000 30,000 9,000 28,000 45,000

 12,000 29,850

 10,800 11,600 34,050 36,000 38,500 64,050

 13,155 38,105 41,105 12,705 49,905 74,855 77,855

 11,050 14,100 30,900 38,250   38,750 46,100 62,900 70,250

 13,155 16,305 35,835 44,655 47,805 67,335

 13,050 16,200 35,100

 13,050 16,200 43,050 46,200 

 8,300 12,600 

 12,000 30,900 11,050 39,300 58,725

 12,000 13,000    

 13,050 16,200 

所在地 医 療 機 関 名 TEL

三 国 病 院

宮 　 病 院

中瀬整形外科医院

ヒ ガ シ 内 科 医 院

藤田神経内科病院

春 江 病 院

木 村 病 院

福井総合クリニック

済 生 会 病 院

労働衛生センター

福 井 赤 十 字 病 院

福 井 循 環 器 病 院

福 井 県 立 病 院

光陽生協クリニック

福 井 厚 生 病 院

福井県予防医学協会

県民健康センター

1日人間ドック

男　性 女　性

2日人間ドック

男　性 女　性

脳ドック

男　性 女　性

1日ドック＋脳

男　性 女　性

2日ドック＋脳

男　性 女　性

医療機関・健診の種別と個人負担金一覧 (単位：円)
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市

市議会３月定例会
一般会計６億8,983万円を減額補正

● 問い合わせ　議会事務局　50-3001

竹田の里づくり協議会（平成19年11月13日発足） 進めています！
協働のまちづくり

住みたくなる里へ 「しだれ桜の里たけだ」を推進
5

▲取り組みが高く評価され、財団
法人日本さくらの会から「さく
ら功労者」を受賞　　 (3月26日)

　
北
陸
随
一
の
二
連
水
車
や
販
売

所『
た
け
だ
や
』が
並
ぶ
メ
ロ
デ
ィ
ー

パ
ー
ク
の
完
成
、
木
工
館
の
開
館

な
ど
、
こ
こ
数
年
で
竹
田
地
区
の

環
境
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

　
当
協
議
会
は
地
区
の
活
性
化
を

目
指
し
、「
竹
田
の
里
千
本
し
だ
れ

桜
」事
業
と
し
て
、シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ

や
モ
ミ
ジ
の
植
樹
、
地
区
内
の
散

策
サ
イ
ン
や
遊
歩
道
の
整
備
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
し
だ
れ
桜
ま
つ
り
で
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
や
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
で
は
、

当
初
６
千
人
ほ
ど
だ
っ
た
観
光
客

も
近
年
で
は
約
６
万
人
に
。
全
国

有
数
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の
名
所
に

し
よ
う
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
お
り
、

地
区
に
活
力
や
に
ぎ
わ
い
も
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
」

や「
ふ
る
さ
と
ワ
ー
ク
ス
テ
イ
」の

受
け
入
れ
、
愛
（
Ｉ
）
タ
ー
ン
事
業

の
開
催
な
ど
、市
や
県
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
た
事
業
も
行
い
、
地
区
の
魅

力
を
よ
り
広
く
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、地
区
内
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ

は
今
ま
で
の
植
樹
に
よ
り
５
０
０

本
ほ
ど
に
。
維
持
管
理
な
ど
の
課

題
を
解
決
し
な
が
ら
「
千
本
し
だ

れ
桜
」に
取
り
組
み
、住
民
一
体
と

な
っ
て
『
住
み
た
く
な
る
里
い
き

い
き
竹
田
を
創
ろ
う
』
を
目
指
し

ま
す
。

清水　秀治　会長
(丸岡町山竹田)

し  みず　　　ひで はる

▼桜の時期には「クラフ
トフェア」を開催。毎年、
多くの人出が

▲道路脇や庭先、山際など、
地区内のいたるとこ
ろに苗木を植樹

議
会
定
例
会
が
２
月

28
日（
火
）か
ら
３
月

26
日（
月
）ま
で
開
か

れ
、一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
の
23

年
度
補
正
予
算
や
24
年
度
当
初

予
算
、条
例
の
制
定
や
一
部
改
正

な
ど
38
議
案
を
審
議
し
、可
決
し

ま
し
た
。

 

ま
た
、
坂
井
市
議
会
基
本
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
な
ど
発
議
４

件
を
可
決
、固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
お
よ
び
教

育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
同
意
し
ま
し
た
。

主
な
議
案

▽
坂
井
市
議
会
基
本
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

▽
高
椋
小
学
校
南
校
舎
・
春
江
小

学
校
耐
震
改
修
工
事(

建
築)

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

主
な
補
正
予
算

▽
生
活
保
護
事
業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１，
３
２
０
万
円

▽
広
域
入
所
児
童
保
育
業
務
委

託
事
業      

２，
２
７
８
万
円

講

新しい知識と教養を身に付けませんか
24年度坂井市成人大学　受講生を募集

● 問い合わせ　生涯学習スポーツ課　50-3162

演
や
現
地
研
修
、音
楽
、

運
動
な
ど
、多
彩
な
ジ
ャ

ン
ル
の
講
座
を
学
び
、

人
生
を
豊
か
な
も
の
に
し
ま
せ

ん
か
。

開
講
時
期

　
５
月
〜
25
年
２
月

会
　
場

　
高
椋
公
民
館

※
講
座
に
よ
り
会
場
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

定
　
員

　
１
５
０
人

受
講
料

　
年
間
３，
０
０
０
円

※
研
修
に
は
別
途
参
加
費
が
必

要
申
込
方
法

　
５
月
２
日(

水)

ま
で
に
市
内

各
公
民
館
で
申
し
込
み
。
後
日
、

開
講
式(

第
１
回)

の
講
座
案
内

を
送
付
し
ま
す
。

住

住民基本台帳制度が
外国人住民にも適用に

● 問い合わせ　市民生活課　50-3030
各総合支所市民課

民
基
本
台
帳
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律

に
よ
り
、
７
月
９
日

（
月
）
か
ら
外
国
人
住
民
に
も
住

民
票
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
同
時
に
、
外
国
人
登
録
法
は

廃
止
に
な
り
ま
す
。

主
な
変
更
点

①
日
本
人
と
外
国
人
と
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
の
全
員
が
記
載

さ
れ
た
証
明
書(

住
民
票
の
写

し
な
ど)
が
発
行
可
能
に
な
り

ま
す

②
在
留
資
格
や
在
留
期
間
の
変

更
の
届
け
出
が
、
地
方
入
国

管
理
局
の
み
で
済
む
よ
う
に

な
り
ま
す

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
外
国
人
登
録
原
票
に
基
づ
き

仮
住
民
票
を
作
成
し
ま
す
の
で
、

原
則
と
し
て
手
続
き
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

 △6億8,983万円
(343億6,925万円)

 △5,227万円
(92億8,229万円)

  △2億8,280万円
(104億691万円)

 △10億2,490万円
(540億5,845万円)

3月補正予算
(　)内は補正後の額　千円以下は四捨五入

一般会計

特別会計

企業会計

合　計

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

特別講座

第8回

第9回

第10回

5月19日(土)

6月16日(土)

7月21日(土)

8月18日(土)

9月26日(水)

　・27日(木)

10月28日(日)

11月17日(土)

12月1日(土)

12月15日(土)

1月19日(土)

2月16日(土)

開講式　

講演「明智光秀　顕彰への道のり」

講師　歴史小説家　中島　道子氏

1日研修「富山の伝統工芸と寺院を訪ねて」

永平寺研修「法話と諸堂拝観」

「くちなし忌」記念講演（内容は未定）

宿泊研修「NHK大河ドラマ『平清盛』

ゆかりの地を巡る」

小葉田淳記念文庫　歴史講演会

「睡眠と健康」

講師　福井医療短期大学　藤本ひとみ氏

「平清盛」(仮題)

講師　歴史小説家　中島　道子氏

スポーツ推進委員による健康づくり講座

「マリン体操とスティックリング」

講演「転倒予防！頑張らなくてもできるコツ伝授」

講師　福井医療短期大学　藤本　昭氏

ポップスクラシックコンサート

出演　ステラ・ヴォーチェ

■講座内容

福

坂井・あわら・加賀　３市合同企画
いいもん探してぶらぶら散歩「新緑の旧北陸道と吉崎御坊跡を歩く」

● 問い合わせ　加賀市観光交流課　0761-72-7906　あわら市観光商工課　73-8029

井
と
石
川
の
県
境
に

あ
る
旧
北
陸
道
は
、

か
つ
て
加
賀
藩
前
田

家
の
参
勤
交
代
行
列
も
通
っ
た

歴
史
あ
る
道
で
す
。５
月
の
さ
わ

や
か
な
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、今

な
お
残
る
古
道
を
歩
い
て
県
境

を
越
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
約
５

の
距
離
を
歩
き
ま
す

の
で
、履
き
慣
れ
た
靴
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

と
き
・
集
合
場
所

①
５
月
２
日(

水)

９
時

　
　
　
　
加
賀
市
役
所
集
合

②
５
月
９
日(

水)

９
時

　
　
　
　
あ
わ
ら
市
役
所
集
合

※
い
ず
れ
も
雨
天
決
行
、
14
時
30

分
解
散
予
定

定
　
員

　
各
回
20
人(

先
着
順)

参
加
費

　
１，
５
０
０
円(

昼
食
代
込)

持
ち
物

　
飲
み
物
、雨
具
な
ど

申
込
方
法

　
①
は
加
賀
市
観
光
交
流
課
、②

は
あ
わ
ら
市
観
光
商
工
課
ま
で

電
話

受
付
開
始

①
４
月
10
日(

火)

９
時
〜

②
４
月
23
日(

月)

９
時
〜

■コース（①②とも同じ）

各市役所 細呂木関所跡 旧吉崎道の切通し のこぎり坂

御国境名号塔

橘宿跡 吉崎御坊跡

越前国境一里塚跡 鹿島の森・昼食 各市役所・解散

なかじま　　みち こ

ふじもと

ふじもと　　あきら

平成24年 4月号平成24年 4月号
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地
● 問い合わせ　職員課　 50-3011

人事異動と機構改革をお知らせします　

震
や
風
水
害
な
ど
の
対

策
を
強
化
し
、
安
全
安

心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
安
全
対
策

室
を
課
に
昇
格
し
ま
し
た
。
ま
た
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な

い
よ
う
配
慮
し
、
適
材
適
所
の
人

員
配
置
に
努
め
ま
し
た
。

(
主
任
級
以
下
の
昇
格
者
は
除
く)

異
動
者 

３
１
５
人

退
職
者(
３
月
31
日
付) 

39
人

新
採
用(
４
月
１
日
付) 

 

24
人

４
月
１
日
現
在
職
員
数 

８
９
２
人

 
(

前
年
比
　
21
人
減)

■
市
長
部
局
・
教
育
部
局
　
　
　

【
部
長
級
】
議
会
事
務
局
長
　
木
村
甚
一
郎

▽
財
務
部
長
　
山
農
兼
司
▽
生
活
環
部
長

新
開
和
典
▽
福
祉
保
健
部
長
　
吉
田
市
郎

▽
上
下
水
道
部
長
　
林
田
日
出
男
▽
三
国

総
合
支
所
長
　
山
田
誠
一
▽
丸
岡
総
合
支

所
長
　
中
山
眞
一
▽
春
江
総
合
支
所
長
　

川
崎
義
三
▽
坂
井
総
合
支
所
長
　
小
川
茂

治
▽
三
国
病
院
事
務
局
長
　
本
夛
龍
二

【
次
長
級
】
総
務
部
次
長
兼
総
務
課
長
　
野

路
良
二
▽
総
務
部
次
長
兼
行
政
経
営
課
長

小
林
憲
雄
▽
財
務
部
次
長
兼
財
政
課
長
　

杉
田
輝
美
▽
生
活
環
境
部
次
長
兼
保
険
年

金
課
長
　
川
畑
正
寛
▽
福
祉
保
健
部
次
長

兼
社
会
福
祉
課
長
　
刀
根
幸
博
▽
産
業
経

済
部
次
長
兼
農
林
水
産
課
長
　
高
木
徹
▽

建
設
部
次
長
兼
建
設
課
長
　
中
嶋
重
徳
▽

上
下
水
道
部
次
長
兼
維
持
課
長
　
杉
本
昌

二
▽
会
計
管
理
者
　
青
木
利
弘
▽
三
国
総

合
支
所
次
長
兼
地
域
振
興
課
長
　
橋
本
千

秋
▽
丸
岡
総
合
支
所
次
長
兼
市
民
課
長
　

朝
倉
義
男
▽
春
江
総
合
支
所
次
長
兼
地
域

振
興
課
長
　
牧
田
梅
志
郎
▽
農
業
委
員
会

事
務
局
長
　
中
山
清
義

【
課
長
級
】
安
全
対
策
課
長
　
由
比
謙
三
▽

企
画
情
報
課
長
　
友
田
義
隆
▽
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
長
　
岡
部
恭
典
▽
課
税
課
長
　

白
山
太
一
郎
▽
納
税
課
長
　
中
川
光
男
▽

市
民
生
活
課
長
　
多
田
和
也
▽
環
境
推
進

課
長
　
黒
川
正
夫
▽
健
康
長
寿
課
長
　
正

藤
露
子
▽
子
育
て
支
援
課
長
　
滝
呑
徹
也

▽
農
村
整
備
課
長
　
越
川
邦
彦
▽
都
市
計

画
課
長
　
寺
澤
英
二
▽
総
務
経
理
課
長

白
崎
邦
孝
▽
三
国
総
合
支
所
市
民
課
長

山
田
輝
男
▽
三
国
総
合
支
所
福
祉
課
長

林
俊
文
▽
丸
岡
総
合
支
所
地
域
振
興
課
長

武
曽
素
行
▽
丸
岡
総
合
支
所
福
祉
課
長

横
井
眞
澄
▽
春
江
総
合
支
所
市
民
課
長

西
島
一
雄
▽
坂
井
総
合
支
所
地
域
振
興
課

長
　
竹
澤
秀
二
▽
三
国
病
院
診
療
技
術
部

長
　
森
川
ひ
ろ
こ
▽
坂
井
市
社
会
福
祉
協

議
会(

社
会
福
祉
課
付)

　
佐
々
木
幸
治
▽

教
育
審
議
監
　
甲
斐
和
浩
▽
三
国
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
　
西
野
謙
二
▽
春
江
・

坂
井
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
　
堂
下
幸

信
▽
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
長
　
江
澤
正

隆
▽
文
化
課
長
兼
み
く
に
龍
翔
館
長
　
川

上
龍
信

【
参
事
級
】
総
務
課
　
鍋
嶋
正
和
▽
職
員
課

西
英
幸
▽
行
政
経
営
課
　
渡
邉
雅
彦
▽
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
　
藤
野
博
文
▽
財
政
課

吉
川
誠
一
▽
同
　
大
崎
直
昭
▽
監
理
課
　

瀬
戸
和
行
▽
工
事
検
査
室
　
伊
藤
正
則
▽

課
税
課
　
名
村
正
男
▽
納
税
課
　
宮
本
寿

雄
▽
同
　
村
上
和
則
▽
保
険
年
金
課
　
水

上
佐
代
子
▽
社
会
福
祉
課
　
武
田
昭
裕
▽

健
康
長
寿
課
　
川
内
と
め
を
▽
同
　
前
川

俊
弘
▽
子
育
て
支
援
課
　
寺
木
信
夫
▽
農

林
水
産
課
　
加
藤
昭
治
▽
観
光
産
業
課
　

白
　
正
博
▽
建
設
課
　
小
谷
嘉
郎
▽
総
務

経
理
課
　
林
田
幸
枝
▽
会
計
課
　
小
林
徹

郎
▽
三
国
総
合
支
所
福
祉
課
　
藤
木
奈
保

子
▽
丸
岡
総
合
支
所
市
民
課
　
　
野
晴
美

▽
丸
岡
総
合
支
所
福
祉
課
　
　
澤
英
世
▽

同
　
早
水
雅
章
▽
三
国
病
院
看
護
部
　
　

出
真
澄
▽
三
国
病
院
事
務
局
　
木
村
秀
▽

坂
井
町
農
業
振
興
公
社
（
農
林
水
産
課
付
）

橋
本
茂
治
▽
教
育
総
務
課
　
庄
納
俊
明
▽

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
　
坪
田
三
津
夫
▽

文
化
課
　
黒
谷
好
美
▽
み
く
に
龍
翔
館
　

天
井
和
峰
▽
三
国
図
書
館
　
松
川
順
子
▽

坂
井
市
体
育
協
会(

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

付)

　
長
谷
川
芳
明

【
課
長
補
佐
級
】
議
会
事
務
局
　
杉
田
雅
博

▽
安
全
対
策
課
　
宮
嶋
昭
宏
▽
職
員
課
　

中
嶋
静
子
▽
企
画
情
報
課
　
東
山
義
昭
▽

監
理
課
　
小
林
英
紀
▽
市
民
生
活
課
　
上

野
清
美
▽
保
険
年
金
課
　
由
川
直
樹
▽
環

境
推
進
課
　
吉
川
十
代
治
▽
社
会
福
祉
課

齊
藤
孝
子
▽
農
林
水
産
課
　
浦
井
勝
巳
▽

農
村
整
備
課
　
岡
崎
青
史
▽
同
地
籍
調
査

室
　
鈴
木
克
弘
▽
都
市
計
画
課
　
田
渕
秀

資
▽
同
　
稲
葉
進
▽
総
務
経
理
課
　
佐
賀

雅
治
▽
整
備
課
　
岩
越
弘
直
▽
維
持
課
　

石
田
雅
夫
▽
三
国
総
合
支
所
地
域
振
興
課

濱
中
妃
史
▽
同
　
吉
江
辰
史
郎
▽
三
国
総

合
支
所
福
祉
課
　
西
川
仁
▽
丸
岡
総
合
支

所
地
域
振
興
課
　
　
橋
サ
ヨ
子
▽
春
江
総

合
支
所
地
域
振
興
課
　
高
谷
竜
治
▽
春
江

総
合
支
所
市
民
課
　
大
田
仁
美
▽
春
江
総

合
支
所
福
祉
課
　
小
川
雅
惠
▽
坂
井
総
合

支
所
地
域
振
興
課
　
竹
内
正
敏
▽
教
育
施

設
整
備
課
　
松
本
隆
▽
学
校
教
育
課
　
五

十
嵐
一
夫
▽
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
　
　

倉
佐
登
美

【
主
任
級
】
議
会
事
務
局
　
小
澤
清
和
▽
安

全
対
策
課
　
　
嶋
妙
子
▽
同
　
坪
田
準
人

▽
職
員
課
　
吉
村
未
佳
子
▽
企
画
情
報
課

奥
出
敏
文
▽
課
税
課
　
南
出
俊
生
▽
納
税

課
　
森
瀬
明
彦
▽
同(

福
井
県
地
方
税
滞
納

整
理
機
構)

　
南
口
卓
嗣
▽
市
民
生
活
課
　

長
谷
川
秀
夫
▽
同
　
坪
内
亜
由
美
▽
子
育

て
支
援
課
　
井
上
純
子
▽
同
　
半
田
里
美

▽
都
市
計
画
課
　
柳
原
正
樹
▽
総
務
経
理

課
　
島
田
順
子
▽
三
国
総
合
支
所
地
域
振

興
課
　
古
道
孝
佳
▽
丸
岡
総
合
支
所
福
祉

課
　
大
濃
麗
子
▽
丸
岡
春
江
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
　
千
秋
久
美
子
▽
春
江
総
合

支
所
福
祉
課
　
　
山
一
郎
▽
監
査
委
員
事

務
局
　
浦
健
一
郎
▽
教
育
施
設
整
備
課
　

林
田
裕
治
▽
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
　
坂

本
里
美
▽
同
　
中
田
誠
一
郎
▽
同
　
村
中

秀
也
▽
文
化
課
　
栗
原
紀
▽
丸
岡
図
書
館

齊
藤
佳
代
子

【
主
査
級
】
総
務
課
　
尾
山
敏
弘
▽
安
全
対

策
課
　
木
下
幹
雄
▽
企
画
情
報
課
　
北
川

直
規
▽
行
政
経
営
課
　
小
林
壮
太
郎
▽
財

政
課
　
細
川
秀
樹
▽
監
理
課
　
屋
敷
美
由

紀
▽
同
　
田
嶋
厚
志
▽
課
税
課
　
村
上
裕

子
▽
同
　
野
田
幸
一
▽
同
　
　
嶋
隆
博
▽

同
　
増
澤
充
洋
▽
納
税
課
　
神
尾
美
由
紀

▽
同
　
三
寺
武
人
▽
市
民
生
活
課
　
松
浦

延
江
▽
保
険
年
金
課
　
井
尻
三
千
代
▽
同

佐
藤
登
代
美
▽
社
会
福
祉
課
　
高
間
由
美

子
▽
同
　
小
西
健
太
郎
▽
健
康
長
寿
課
　

中
田
誠
▽
同
　
丸
谷
恵
▽
同
　
近
間
明
実

▽
農
林
水
産
課
　
北
澤
和
義
▽
同
　
奈
須

田
朋
志
▽
同
地
籍
調
査
室
　
西
出
憲
男
▽

観
光
産
業
課
　
嶋
川
貴
義
▽
都
市
計
画
課

伊
藤
剛
成
▽
建
設
課
　
田
中
栄
治
▽
整
備

課
　
堂
前
剛
▽
同
　
脇
本
幸
▽
維
持
課
　

真
柄
勝
利
▽
同
　
吉
川
敏
浩
▽
会
計
課
　

今
川
房
枝
▽
同
　
岩
　
恵
▽
三
国
総
合
支

所
市
民
課
　
中
田
英
理
子
▽
三
国
総
合
支

所
福
祉
課
　
木
村
千
秋
▽
丸
岡
総
合
支
所

地
域
振
興
課
　
河
原
勲
▽
同
　
加
茂
浩
幸

▽
丸
岡
総
合
支
所
市
民
課
　
中
本
朱
実
▽

春
江
総
合
支
所
市
民
課
　
吉
田
和
博
▽
教

育
施
設
整
備
課
　
斉
藤
立
海
▽
学
校
教
育

課
　
高
嶋
ひ
ろ
み
▽
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ

課
　
西
出
政
男

【
一
般
職
員
】
秘
書
広
報
課
　
西
尚
規
▽
財

政
課
　
高
柴
直
哉
▽
納
税
課
　
坂
井
貴
史

▽
環
境
推
進
課
　
持
川
浩
一
郎
▽
健
康
長

寿
課
　
高
間
実
紀
▽
農
林
水
産
課
　
野
路

香
奈
▽
農
村
整
備
課
　
高
山
真
治
▽
観
光

産
業
課
　
清
水
美
奈
▽
総
務
経
理
課
　
片

岡
章
代
▽
三
国
総
合
支
所
市
民
課
　
板
本

利
生
▽
三
国
総
合
支
所
福
祉
課
　
八
代
早

織
▽
丸
岡
総
合
支
所
市
民
課
　
辻
川
佑
香

▽
同
　
青
木
政
代
▽
丸
岡
春
江
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
　
大
塚
友
香
理
▽
春
江
総

合
支
所
地
域
振
興
課
　
藤
田
哲
史
▽
春
江

総
合
支
所
市
民
課
　
西
端
真
紀
子
▽
生
涯

学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
　
杉
田
和
也
▽
春
江
図

書
館
　
三
谷
真
紀

【
幼
稚
園
主
任
教
諭
】
三
国
西
幼
稚
園
　
山

本
弥
生

【
幼
稚
園
教
諭
】
三
国
南
幼
稚
園
　
小
林
佐

季
子
▽
春
江
東
幼
稚
園
　
平
田
佐
織
▽
同

栃
倉
有
夏

【
医
療
職(

三
国
病
院)

】
副
看
護
師
長
　
境

智
子

【
技
能
労
務
職
】
三
国
北
小
学
校
　
小
畑
夕

紀
子
▽
加
戸
小
学
校
　
大
門
真
貴
子
▽
大

石
小
学
校
　
大
島
瑞
代
▽
坂
井
市
体
育
協

会(

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
付)

　
安
　
準
子

■
派
遣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
部
長
級
】
武
生
三
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競

走
施
行
組
合
事
業
局
長
　
玉
森
増
尋

【
次
長
級
】
福
井
坂
井
地
区
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
　
佐
藤
充
彦

【
課
長
級
】
福
井
坂
井
地
区
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
　
釣
部
桂
司
▽
武
生
三
国
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行
組
合
事
業
局
庶
務

課
長
　
中
垣
内
良
夫
▽
同
業
務
課
長
　
高

間
一
光

【
参
事
級
】
武
生
三
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競

走
施
行
組
合
事
業
局
庶
務
課
　
平
野
玲
子

▽
同
業
務
課
　
熊
谷
徹

【
課
長
補
佐
級
】
武
生
三
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
競
走
施
行
組
合
事
業
局
業
務
課
　
岩
田

佳
彦

【
主
任
級
】
武
生
三
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競

走
施
行
組
合
事
業
局
業
務
課
　
西
香
代
美

▽
福
井
県
下
水
道
公
社
　
吉
川
弘
志

【
主
査
級
】
武
生
三
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競

走
施
行
組
合
事
業
局
業
務
課
　
藤
間
紀
人

▽
坂
井
地
区
広
域
連
合
　
半
田
信
哉

【
一
般
職
員
】
坂
井
地
区
広
域
連
合
　
重
森

忍
▽
同
　
水
島
孝
典
▽
福
井
県
安
全
環
境

部
環
境
政
策
課
　
佐
藤
貴
史

■
保
育
所
・
幼
保
園
関
係
　
　
　
　
　
　

【
所
長
級
】
安
島
保
育
所
長
　
寺
島
和
代
▽

加
戸
保
育
所
長
　
野
崎
啓
子
▽
鳴
鹿
幼
保

園
長
　
小
林
美
栄
子
▽
霞
幼
保
園
長
　
水

野
千
惠
子
▽
八
ケ
幼
保
園
長
　
山
田
千
代

美
▽
春
江
南
保
育
所
長
　
松
村
は
る
み
▽

春
江
中
保
育
所
長
　
境
井
久
美
子
▽
春
江

東
保
育
所
長
　
池
端
眞
由
美
▽
春
江
保
育

所
長
　
盛
屋
裕
美
子
▽
坂
井
乳
児
保
育
所

長
　
寺
井
眞
由
美

【
副
所
長
級
】
み
く
に
未
来
保
育
所
　
直
江

悦
子
▽
宿
保
育
所
　
井
端
敏
子
▽
鳴
鹿
幼

保
園
　
鈴
木
賢
子
▽
磯
部
東
幼
保
園
　
大

坂
加
代
子
▽
今
福
幼
保
園
　
山
本
惠
子
▽

春
江
南
保
育
所
　
堀
江
由
枝
▽
春
江
中
保

育
所
　
高
山
富
子
▽
春
江
東
保
育
所
　
南

保
洋
子
▽
春
江
西
保
育
所
　
向
川
桂
子
▽

春
江
保
育
所
　
横
田
洋
子
▽
坂
井
乳
児
保

育
所
　
山
農
久
江
▽
三
国
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
　
戸
田
真
由
美
▽
坂
井
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
　
清
水
久
美
子

【
保
育
士
】
み
く
に
未
来
保
育
所
　
午
房
浩

惠
▽
同
　
白
石
千
秋
▽
同
　
上
野
香
苗
▽

宿
保
育
所
　
井
沢
陽
子
▽
同
　
小
林
真
美

▽
同
　
橋
本
未
樹
▽
安
島
保
育
所
　
伊
藤

宏
英
▽
加
戸
保
育
所
　
定
池
雅
代
▽
鳴
鹿

幼
保
園
　
前
川
未
奈
▽
磯
部
東
幼
保
園
　

生
谷
悦
子
▽
同
　
安
井
彩
香
▽
安
田
幼
保

園
　
前
田
初
美
▽
同
　
長
谷
川
理
絵
▽
今

福
幼
保
園
　
岡
崎
郁
▽
霞
幼
保
園
　
木
津

め
ぐ
み
▽
八
ケ
幼
保
園
　
藤
澤
早
苗
▽
春

江
南
保
育
所
　
前
田
や
よ
い
▽
同
　
飛
田

侑
希
▽
春
江
東
保
育
所
　
伊
藤
華
江
▽
春

江
北
保
育
所
　
橋
本
貴
子
▽
同
　
斉
藤
由

香
▽
同
　
熊
谷
名
津
季
▽
春
江
西
保
育
所

北
山
奈
々
▽
同
　
田
畑
結
実
▽
春
江
保
育

所
　
小
野
田
実
希
恵
▽
同
　
庭
本
育
代
▽

同
　
波
嵜
規
子
▽
坂
井
乳
児
保
育
所
　
高

橋
絢
子
▽
坂
井
保
育
所
　
藤
田
せ
つ
子
▽

同
　
寺
岡
留
美
子
▽
同
　
西
野
千
代
美
▽

同
　
浜
中
純
香

【
調
理
師
】
高
椋
小
学
校
　
水
澤
一
栄
▽
長

畝
小
学
校
　
古
谷
久
美
子
▽
三
国
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
　
長
谷
川
好
美
▽
同
　
加
藤

み
え
▽
春
江
・
坂
井
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

岡
本
友
快
▽
同
　
小
林
利
恵
▽
春
江
中
保

育
所
　
坪
田
陽
子
▽
春
江
北
保
育
所
　
矢

尾
恵
美
子
▽
春
江
西
保
育
所
　
森
本
睦
美

【
技
能
労
務
職
】安
島
保
育
所
　
齋
藤
美
幸

■
新
採
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
一
般
職
員
】
課
税
課
　
橋
本
祥
平
▽
保
険

年
金
課
　
松
村
行
真
▽
環
境
推
進
課
　
小

倉
渉
▽
建
設
課
　
西
畑
政
伸
▽
三
国
総
合

支
所
市
民
課
　
出
蔵
博
人
▽
三
国
総
合
支

所
福
祉
課
　
岩
本
真
弥
▽
丸
岡
総
合
支
所

市
民
課
　
大
代
順
也
▽
丸
岡
総
合
支
所
福

祉
課
　
藤
澤
有
香
▽
春
江
総
合
支
所
市
民

課
　
新
谷
優
奈
▽
文
化
課
　
青
山
航

【
保
育
士
】
磯
部
東
幼
保
園
　
　
橋
佳
織
▽

安
田
幼
保
園
　
中
出
理
恵
▽
霞
幼
保
園
　

北
林
春
香
▽
春
江
中
保
育
所
　
藤
川
恵
▽

春
江
北
保
育
所
　
内
田
拓
▽
春
江
保
育
所

伊
藤
詩
織
▽
坂
井
保
育
所
　
坂
田
結
麻

【
医
療
職(

三
国
病
院)

】
内
科
医
長
　
嶋
田

佳
文
▽
外
科
医
長
　
辰
澤
敦
司
▽
理
学
療

法
士
　
　
橋
聡
志
▽
看
護
師
　
利
根
輝
▽

同
　
出
島
亜
紀
▽
同
　
新
野
瑶
子
▽
情
報

管
理
士
　
前
田
裕
幸

■
退
職
者
　
　
　
　
※(
　)

内
は
旧
所
属

本
田
眞
弘(

財
務
部)

▽
大
杉
彰
一(

生
活
環

境
部)

▽
細
江
輝
久(

福
祉
保
健
部)
▽
林
田

敏
和(

上
下
水
道
部)

▽
平
野
保(

三
国
総
合

支
所)

▽
五
十
嵐
和
夫(

春
江
総
合
支
所)
▽

出
口
則
雄(

三
国
病
院
事
務
局)

▽
野
崎
修

治(

武
生
三
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行

組
合
事
業
局)

▽
黒
谷
俊
治(

財
務
部)

▽
油

谷
眞
信(

上
下
水
道
部)

▽
中
野
良
行(

会
計

管
理
者)

▽
佐
藤
茂(

春
江
総
合
支
所)

▽
北

村
友
美
子(

環
境
推
進
課)

▽
奥
谷
清
隆(

丸

岡
総
合
支
所
福
祉
課)

▽
八
十
島
孝
彦(

三

国
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー)

▽
　
間
ひ
と
み(

三

国
総
合
支
所
市
民
課)

▽
西
端
絹
代(

保
険

年
金
課)

▽
友
影
士
郎(

丸
岡
総
合
支
所
市

民
課)

▽
加
藤
寿
巳(

整
備
課)

▽
山
孝
太(

丸

岡
総
合
支
所
福
祉
課)

▽
五
十
嵐
智
恵
美(

春

江
総
合
支
所
市
民
課)

▽
　
嶋
勝
美(

三
国

南
保
育
所)

▽
長
谷
川
て
る
代(

三
国
中
央

保
育
所)

▽
吉
田
美
代
子(

安
島
保
育
所)

▽

正
田
節
子(

加
戸
保
育
所)

▽
上
田
早
苗(

鳴

鹿
幼
保
園)

▽
北
川
喜
美
江(

霞
幼
保
園)

▽

杉
本
豊
美(

八
ケ
幼
保
園)

▽
藤
田
裕
子(

春

江
東
保
育
所)

▽
千
　
早
苗(

坂
井
乳
児
保

育
所)

▽
浜
田
美
惠
子(

雄
島
幼
稚
園)

▽
酒

井
治
美(

み
く
に
未
来
保
育
所)

▽
南
葉
子

(

宿
保
育
所)

▽
藤
田
邦
博(

三
国
病
院
診
療

部)

▽
矢
村
明
美(

三
国
病
院
診
療
技
術
部)

▽
樋
口
節
子(

三
国
病
院
看
護
部)

▽
谷
口

晶
紀(

同)

▽
川
　
美
喜
子(

同)

▽
柴
田
葵(

三

国
病
院
診
療
技
術
部)
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浄
土
真
宗
が
も
た
ら
し
た
も
の

　
　
生
活
に
深
い
関
わ
り
を
持
つ「
講
」と「
道
場
」

福

今 正

こ

いっぱい泣いたよね。
涙を流せるほどの努力を
一緒にできてよかった。
それが
嬉し涙でも、悔し涙でも。

今は「ありがとう」「ごめんね」
そして…「またね」

　　　　　　　　（坂井町下新庄）

▼
こ
の
３
年
間
で
得
た
も
の
は
、

異
動
先
で
も
し
っ
か
り
と
生
か

し
ま
す
。
取
材
を
通
し
て
知
り

合
っ
た
全
て
の
人
に
感
謝
し
ま

す
。今
後
と
も
ご
愛
読
を
。

▼
異
動
で
広
報
か
ら
離
れ
る
こ

と
に
。今
ま
で
出
会
っ
た
人
、読

ん
で
く
れ
た
人
、全
て
に
感
謝
。

▽
表
紙
を
一
新
し
た
「
広
報
さ

か
い
」。今
後
も
ご
愛
読
を
。

▼
初
め
て
の
異
動
は
広
報
に
。

自
分
の
メ
モ
の
字
や
カ
メ
ラ

の
下
手
さ
に
戸
惑
い
中
で
す
。

取
材
は
体
育
会
系
の
精
神
で

ぶ
つ
か
っ
て
い
き
ま
す
。　

▼
広
報
の
相
棒
が
と
う
と
う
４

人
目
に
。２
人
目
ま
で
は
弟
と
同

い
年
。(

尚)

に
至
っ
て
は
私
よ
り

娘
の
方
が
年
が
近
い
!?
 毎
朝
の

塗
装
工
事
も
つ
い
入
念
に
…

井
県
は
浄
土
真
宗
の
信

仰
が
広
く
浸
透
し
、〝
真

宗
王
国
〞と
さ
え
称
さ
れ
る
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

坂
井
市
を
含
め
た
旧
坂
井
郡
も
、

そ
の
傾
向
が
顕
著
な
地
域
で
す
。

　
真
宗
の
信
徒
が
地
域
ご
と

に
結
び
つ
い
た
組
織
を
「
講
」

と
い
い
、
講
で
集
め
ら
れ
た
お

金
を
財
政
基
盤
と
し
て
、
真
宗

教
団
が
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

三
日
講
」「
廿
五
日
講
」
な

ど
、
信
徒
が
集
ま
っ
て
法

事
が
行
わ
れ
る
日
を
名
称
と
す

る
場
合
が
多
く
、
規
模
も
一
村

単
位
か
ら
複
数
の
村
単
位
、
城

下
町
や
特
定
の
地
域
を
包
括
し

た
中
規
模
〜
数
十
の
村
で
組
織

さ
れ
る
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

江
戸
時
代
に
本
願
寺
が〝
お
西
〞

(

浄
土
真
宗
本
願
寺
派)

と
〝
お

東
〞(

真
宗
大
谷
派)

に
分
派
し

た
後
も
、
各
地
域
で
派
ご
と
に

講
が
維
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

れ
ら
講
の
人
々
が
寄
り

集
う
場
所
と
な
っ
た
の
が
、

「
道
場
」
で
す
。
村
や
信
徒
の
有

力
者
が
自
宅
の
一
部
を
提
供

し
た
り
、
み
ん
な
で
協
力
し
て

建
て
ら
れ
た
り
し
ま
し
た
。
道

場
で
は
信
徒
た
ち
が
「
南
無
阿

弥
陀
仏
」
の
名
号
や
仏
の
絵
像

な
ど
を
掲
げ
て
法
義
を
聴
聞

し
た
り
、
偈
文(

仏
や
菩
薩
を
称

え
た
語
句)

を
読
ん
だ
り
、
簡
略

な
食
事
と
と
も
に
世
間
話
を

交
わ
し
た
り
し
ま
し
た
。

式
に
寺
院
と
な
っ
た
も

の
以
外
、
道
場
の
ほ
と
ん

ど
が
現
代
ま
で
に
廃
絶
し
ま

し
た
が
、
福
井
で
も
奥
越
地
方

な
ど
の
山
間
・
農
村
部
で
は
、

道
場
と
そ
こ
を
中
心
と
し
た

習
俗
生
活
が
近
年
ま
で
残
っ

て
い
た
と
い
い
ま
す
。

で
は
道
場
に
代
わ
っ
て
、

区
民
館
な
ど
が
信
徒
た
ち

の
活
動
の
場
と
な
っ
て
い
る
こ

と
も
多
く
、
市
内
で
も
親
鸞
上

人
の
忌
日
に
行
わ
れ
る
報
恩
講

と
は
別
に
、
こ
う
し
た
集
ま
り

が
年
１
回
は
開
か
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
信
仰
が

自
由
な
現
在
に
あ
っ
て
も
、
宗

教
文
化
の
ひ
と
つ
と
し
て
興

味
深
い
で
し
ょ
う
。

「
十

“真宗王国”　坂井市の宗教文化12

（
純
）

（
充
）

（
杉
）

（
尚
）

み
ょ
う
ご
う

げ  

も
ん

し
ん 

ら
ん

に
じ
ゅ
う
ご

ほ
う
お
ん
こ
う

こ
う

ど
う 

じ
ょ
う

①区民館で行われている講のひとつ(三国町池見) ②顕如消息(受法寺[丸岡町山

久保]所蔵)。講や道場は本願寺の法主と直接的に結ばれ、現在でもかつて法主か

ら講にあてられた手紙が読まれている講がある ③春江町大牧の真実講で掛け

られる、文政9年(1826)に西本願寺から下付された蓮如御影

けんにょ じゅほう じ

れんにょか　ふ

広
報

平
成
2
4
年
 4
月
号
　
V
o
l.73

平
成
2
4
年
4
月
1
2
日
発
行

　
み
く
に
龍
翔
館
で
は
４
月
27
日(

金)

か
ら
５
月
27
日(

日)

ま
で
、
市
内
に
残
る

講
や
道
場
に
関
す
る
資
料
を
展
示
す
る

「
真
宗
信
仰
に
つ
ど
う
人
々
―
坂
井
市
域

の
講
・
道
場
―
」を
開
催
し
ま
す
。ど
う
ぞ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

③

①

②

24年度の予算を読む ……  2

市政に対する「市民満足度調査」

調査結果をお知らせします  …… 10
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